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天 明 三 年 浅 間 山 焼 出 し 、 人 馬 押 流 す 所 の 図

天 明 三 年 ご 七 八 三 年 ) の 浅 間 山 の 噴 火 は 、 日 本 の 火

山 災 害 と し て 最 大 の も の で あ っ た 。 多 ( の 記 録 が 残 さ れ 、

こ の 絵 図 は そ の 一 っ て 、 噴 火 に よ っ て 発 生 し た 洪 水 の 被

害 が 記 さ れ て い る 。 噴 火 は 五 月 九 日 ( 旧 暦 四 月 九 日 ) に

始 ま り " 八 月 四 日 と 五 臼 ( 旧 暦 七 月 七 日 ・ 八 日 ) に 最 も

激 し 〈 な っ た 。 当 時 の 記 録 に よ る と 、 五 日 午 前 十 時 ご ろ 、
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た ち 昇 る 噴 煙 の 中 に 柱 を 立 て た よ う な ま っ 黒 な も

き だ す と 見 る ま に 、 北 側 の 斜 面 を 襲 い 、 あ た り 一 日

ぎ は ら っ た と い う 。 こ れ は 熱 雲 と 呼 ば れ る 現 象 で

弾 ・ 火 山 灰 な ど の し ゃ 〈 熱 し た 噴 出 物 が ガ ス と と

固 と な っ て 火 口 か ら な だ れ 落 ち て ( る も の で 、 火 山

中 で 最 も 破 壊 的 な 被 害 を 及 ぼ す 。 熱 雲 は 北 麓 の 鎌 一

を 一 瞬 の 内 に 埋 め 、 吾 妻 川 の 谷 に 達 し た 。 川 は 一 時
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の が 噴

帯 を な

め ら れ た が 、 す ぐ に 決 潰 し て 、 熱 泥 水 の 洪 水 が 下 流 一 帯

を 襲 い 、 利 根 川 に ま で 入 っ て 、 遠 〈 本 庄 ・ 熊 谷 あ た り に

ま で 被 害 を 及 ぼ し た 。 鎌 原 で は 四 七 O 名 ほ ど の 死 者 を だ

し た 。 最 近 部 落 の 一 部 が 掘 り だ さ れ 、 当 時 の 家 屋 や 什 器 が

な か ぱ 焼 け こ げ て 出 て き た 。 こ の 噴 火 に よ る 死 者 は 干 名

以 上 に 及 ん だ 。 鬼 押 出 溶 岩 流 は 、 こ の 熱 雲 の 発 生 の あ と に

流 出 し た も の で あ る 。 ( 村 井 勇 ・ 東 京 大 学 地 震 研 究 所 )
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